
「
脱
構
築
」
と
い
う
課
題
を
い
た
だ
い
た
。
課
題
が
大
き
す
ぎ
て
任
に
耐
え
な
い
。
「
伝
統
の
破
壊
」
は
、
自
身
を
切
り
裂
く
よ
う
な

重
く
憂
諺
な
作
業
で
あ
る
。
「
新
し
い
も
の
の
提
示
」
は
学
問
内
容
か
ら
し
て
な
じ
み
に
く
い
。

以
上
の
点
か
ら
、
テ
ー
マ
に
添
っ
て
思
い
つ
く
こ
と
を
披
瀝
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
。
浅
薄
な
意
見
提
示
で
あ
る
こ
と
を
お
許

し
い
た
だ
き
た
い
。

日
蓮
教
学
の
概
念
は
、

（
二
日
蓮
聖
人
の
教
学

日
蓮
聖
人
ご
自
身
の
思
想
信
仰
を
体
系
化
し
た
も
の
。
日
蓮
聖
人
の
教
え
を
聞
信
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
受
領
す
る
教
学
の
体
系
。

日
蓮
教
学
研
究
の
課
題
（
庵
谷
）

日
蓮
教
学
研
究
の
課
題

は
じ
め
に

一
日
蓮
教
学
の
概
念

視
点
に
よ
っ
て
相
違
が
あ
る
が
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

庵
谷
行

古
了
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日
蓮
教
学
研
究
の
課
題
（
庵
谷
）

（
二
）
日
蓮
聖
人
と
そ
の
門
弟
の
教
学

日
蓮
聖
人
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
門
下
の
人
々
の
思
想
信
仰
を
も
含
め
て
体
系
化
し
た
も
の
。
日
蓮
聖
人
以
降
、
日
蓮
教
学
を
研
讃
し
て

き
た
人
師
を
網
羅
し
た
教
学
史
の
体
系
。

体
系
。日

蓮
教
学
の
本
質
は
、
日
蓮
聖
人
の
宗
教
世
界
に
自
身
が
い
か
な
る
位
置
づ
け
を
持
ち
う
る
か
を
、
日
蓮
聖
人
の
教
え
に
問
う
こ
と
で

あ
る
。
そ
れ
は
、
日
蓮
聖
人
の
教
え
を
通
し
て
自
身
を
覚
知
し
自
己
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
り
、
日
蓮
聖
人
の
教
え
に
自
身
を
知
り
、
日

蓮
聖
人
の
教
え
に
身
を
浸
し
て
生
き
る
こ
と
で
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
日
蓮
聖
人
へ
の
自
身
の
信
仰
告
白
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
そ
の
こ

と
は
、
日
蓮
聖
人
の
教
え
に
生
き
よ
う
と
す
る
者
の
信
仰
の
論
理
化
、
日
蓮
聖
人
の
教
え
に
つ
い
て
の
信
仰
的
内
実
の
外
的
表
明
、
内
的

（
四
）
日
蓮
聖
人
系
諸
教
団
の
教
学

日
蓮
宗
を
は
じ
め
と
す
る
日
蓮
聖
人
系
諸
教
団
の
教
学
を
体
系
化
し
た
も
の
。
日
蓮
聖
人
系
諸
教
団
は
時
代
の
推
移
と
共
に
、
教
学
上

の
解
釈
の
相
違
に
よ
り
分
派
や
統
合
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
そ
れ
ら
諸
教
団
の
教
学
の
体
系
。

な
お
、
教
学
と
は
「
教
義
の
体
系
化
さ
れ
た
も
の
」
、
教
義
と
は
「
伝
統
的
に
承
認
さ
れ
た
教
え
」
の
意
味
で
あ
る
。

以
上
の
ご
と
く
、
日
蓮
教
学
の
概
念
は
種
々
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
主
に
「
日
蓮
聖
人
の
教
学
」
の
意
味
で
用
い
る
。

（
三
）
日
蓮
宗
の
教
学

日
蓮
宗
と
い
う
教
団
の
教
学
を
体
系
化
し
た
も
の
。
日
蓮
聖
人
系
諸
教
団
を
代
表
す
る
日
蓮
宗
の
歴
史
的
展
開
を
も
踏
ま
え
た
教
学
の

二
日
蓮
教
学
の
本
質
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信
心
の
相
続
は
、
日
蓮
聖
人
の
誓
願
を
継
承
す
る
こ
と
で
あ
る
。
不
退
転
の
決
意
の
も
と
に
、
一
切
衆
生
の
成
仏
の
た
め
に
、
不
惜

身
命
の
生
涯
を
お
く
ら
れ
た
日
蓮
聖
人
の
御
意
を
心
と
し
て
生
き
る
こ
と
で
あ
る
。

相
続
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

資
け
る
。

日
蓮
教
学
の
根
幹
は
、
日
蓮
聖
人
の
教
え
を
通
し
て
頂
受
す
る
法
華
経
の
信
に
あ
る
。
そ
れ
は
、
久
遠
釈
尊
が
日
蓮
聖
人
に
命
じ
賜
う

た
信
、
日
蓮
聖
人
が
久
遠
釈
尊
か
ら
賜
わ
っ
た
信
で
あ
る
。

信
心
の
興
起
（
発
心
）
は
感
銘
・
共
感
・
共
鳴
・
同
信
・
歓
喜
・
法
悦
な
ど
に
よ
る
。
信
心
の
酒
養
と
深
化
は
、
信
心
に
立
脚
し
た
解
・

行
、
す
な
わ
ち
信
解
・
信
行
で
あ
る
。
信
解
が
信
行
を
促
し
、
信
行
が
信
解
を
資
け
る
。
ま
た
、
信
行
が
信
解
を
促
し
、
信
解
が
信
行
を

信
証
の
外
的
表
明
、
日
蓮
聖
人
の
教
え
に
身
を
浸
し
て
生
き
よ
う
と
す
る
者
の
信
仰
的
主
体
の
客
観
化
・
普
遍
化
を
意
味
す
る
。

（
一
）
本
化
の
信

信
心
の
本
質
は
、
法
華
経
の
虚
空
会
に
お
け
る
上
行
付
属
の
信
心
で
あ
る
。
こ
れ
を
本
化
の
信
と
称
す
る
。

信
心
は
相
続
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
不
断
の
信
心
、
不
退
の
信
心
、
水
の
よ
う
な
信
心
に
よ
り
、
生
々
世
々
に
わ
た
っ
て
信
心
を

日
蓮
教
学
の
宗
旨
は
、
次
の
こ
と
が
ら
を
基
本
と
す
る
。

日
蓮
教
学
研
究
の
課
題
（
庵
谷
）

四
日
蓮
教
学
の
宗
旨

三
日
蓮
教
学
の
根
幹
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日
蓮
教
学
研
究
の
課
題
（
庵
谷
）

本
化
の
信
は
題
目
信
心
で
あ
る
。
本
化
に
付
属
さ
れ
た
題
目
を
至
心
に
受
持
す
る
信
心
で
あ
る
。
そ
の
題
目
信
心
は
、
題
目
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
る
信
心
で
あ
る
。

教
学
の
正
当
性
は
教
学
の
客
観
的
論
証
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
客
観
的
真
実
の
究
明
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

日
蓮
聖
人
の
真
実
を
、
自
身
の
信
解
に
お
い
て
客
観
的
に
観
る
こ
と
で
あ
る
。

た
だ
し
、
教
学
の
正
当
性
の
論
証
は
、
単
に
、
教
学
を
客
観
的
に
論
証
す
る
だ
け
で
は
成
立
し
な
い
。
教
学
の
主
体
的
受
容
が
な
け
れ

ば
、
教
学
の
本
質
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
主
体
的
信
に
お
い
て
、
教
え
を
受
け
止
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
客
観
的
真
実
の

主
体
的
受
容
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
自
身
の
信
に
日
蓮
聖
人
の
真
実
を
観
る
こ
と
で
あ
る
。

信
仰
の
論
理
的
表
明
は
、
内
な
る
も
の
の
外
的
表
明
で
あ
り
、
個
的
信
の
歴
史
へ
の
普
遍
化
で
あ
る
。
普
遍
的
真
理
の
提
示
は
、
常
に

日
蓮
教
学
が
問
わ
れ
続
け
る
課
題
で
あ
る
。
時
代
を
超
え
た
普
通
的
真
理
、
民
族
を
超
え
た
普
遍
的
真
理
を
い
か
に
提
示
で
き
る
か
と
い

（
二
）
三
大
秘
法
の
宗
教

三
大
秘
法
の
宗
教
は
、

（
三
）
立
正
安
国
の
実
現

立
正
安
国
の
実
現
は
、

六
日
蓮
教
学
の
普
遍
化

五
日
蓮
教
学
の
論
証

正
法
に
立
脚
し
た
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
、
題
目
信
仰
の
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。

本
門
本
尊
に
帰
依
し
、
本
門
妙
戒
を
持
ち
、
本
門
題
目
を
唱
え
、
本
化
の
信
を
成
就
す
る
こ
と
で
あ
る
。
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日
蓮
教
学
は
救
い
の
教
え
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
い
か
に
法
華
経
の
成
仏
を
達
成
せ
し
む
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
日
蓮
教
学
で
は
こ

れ
を
、
即
身
成
仏
・
霊
山
往
詣
と
称
し
て
い
る
。
即
身
成
仏
は
現
在
成
仏
で
あ
り
、
霊
山
往
詣
は
未
来
成
仏
で
あ
る
。
そ
し
て
、
現
在
成

仏
は
未
来
成
仏
で
あ
り
、
未
来
成
仏
は
現
在
成
仏
で
あ
る
。

三
世
に
わ
た
っ
て
安
住
す
る
永
遠
の
浄
土
の
こ
と
を
、
日
蓮
聖
人
は
「
本
時
の
娑
婆
世
界
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
「
本
時
の
娑
婆
世
界
」

は
信
仰
的
感
応
に
成
就
す
る
不
滅
の
浄
土
で
あ
る
。

立
正
安
国
は
、
日
蓮
聖
人
の
生
涯
に
わ
た
る
宗
教
的
目
標
で
あ
る
。
正
法
に
立
脚
し
た
安
穏
な
国
士
の
実
現
こ
そ
、
日
蓮
教
学
の
究
極
別

の
課
題
で
あ
る
。

う
こ
と
で
あ
る
。

（
二
諸
宗
教

仏
教
。

諸
分
野
の
研
究
に
立
脚
し
た
日
蓮
教
学
研
究
の
確
立
が
必
要
で
あ
る
。
関
連
す
る
主
な
諸
分
野
を
あ
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

思
想
。
歴
史
。
経
典
。
文
化
。
そ
の
他
。

日
蓮
教
学
研
究
の
課
題
（
庵
谷
）

仏
教
学
。

八
関
連
す
る
研
究
分
野

七
日
蓮
教
学
と
安
心
立
命



（
三
）
諸
科
学

（
二
）
諸
思
想

儒
教
。

道
教
。

人
文
科
学
。

哲
学
。
吟

社
会
科
学
。

社
会
学
。

自
然
科
学
。

地
理
学
。

キ
リ
ス
ト
教
。

イ
ス
ラ
ム
教
。

ヒ
ン
ズ
ー
教
。

そ
の
他
。

そ
の
他
。

日
蓮
教
学
研
究
の
課
題
（
庵
谷
）

諸
宗
派
の
教
学
（
宗
学
）
。

思
想
。
歴
史
。
経
典
。
文
化
。
そ
の
他
。

倫
理
学
。

環
境
学
。
地
学
。
生
物
学
。
物
理
学
。
化
学
。
生
命
科
学
。
そ
の
他
。

経
済
学
。
政
治
学
。
法
学
。
統
計
学
。
そ
の
他
。

歴
史
学
。
文
学
。
美
術
。
民
族
学
。
そ
の
他
。
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こ
れ
ら
個
別
の
研
究
と
こ
れ
ら
を
総
合
し
た
研
究
の
両
面
か
ら
、
ト
ー
タ
ル
に
日
蓮
教
学
を
見
据
え
、
位
置
付
け
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

ヘヘヘヘヘヘヘヘヘ

九八七六石四頁二一
…ー………ー

各
研
究
分
野
は
多
様
化
、
細
分
化
、
専
門
化
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
研
究
成
果
に
立
脚
し
た
日
蓮
教
学
の
研
究
が
必
要
で
あ
る
。

世
界
に
お
け
る
日
蓮
教
学
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
ら
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

そ
の
他

世
界
文
化
に
お
け
る
位
置
付
け

日
本
文
化
に
お
け
る
位
置
付
け

世
界
歴
史
上
の
位
置
付
け

日
本
歴
史
上
の
位
置
付
け

仏
教
思
想
史
上
の
位
置
付
け

法
華
仏
教
思
想
史
上
の
位
置
付
け

世
界
思
想
史
上
の
位
置
付
け

宗
教
思
想
上
の
位
置
付
け

そ
の
他
。

日
蓮
教
学
研
究
の
課
題
（
庵
谷
）

九
世
界
に
お
け
る
日
蓮
教
学
の
位
置
付
け
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教
え
は
時
代
と
共
に
あ
る
。
時
代
に
応
え
、
時
代
を
導
き
、
時
代
を
救
う
こ
と
に
日
蓮
教
学
の
使
命
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
い
つ
の

時
代
の
要
請
に
も
対
応
し
う
る
日
蓮
教
学
、
時
代
を
超
え
て
存
続
し
う
る
日
蓮
教
学
、
い
つ
の
時
代
を
も
救
い
う
る
日
蓮
教
学
の
構
築
が

必
要
で
あ
る
。

日
蓮
教
学
は
、
日
蓮
聖
人
に
立
脚
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
す
な
わ
ち
、
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
日

蓮
聖
人
教
学
、
日
蓮
聖
人
を
視
点
と
し
た
日
蓮
宗
教
学
、
日
蓮
聖
人
を
視
点
と
し
た
日
蓮
聖
人
系
諸
教
団
の
教
学
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な

研
究
領
域
か
ら
日
蓮
教
学
を
論
じ
て
も
、
必
ず
、
日
蓮
聖
人
の
教
え
に
立
脚
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

研
究
に
は
、
個
別
的
研
究
と
総
合
的
研
究
、
主
観
的
研
究
と
客
観
的
研
究
、
あ
る
い
は
比
較
研
究
な
ど
が
あ
る
。
今
後
は
さ
ら
に
新
し

い
視
点
に
立
っ
た
研
究
が
望
ま
れ
る
。
諸
分
野
の
視
点
か
ら
の
研
究
、
諸
分
野
と
の
共
同
研
究
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
新
し
い
研
究
方
法

の
提
言
や
確
立
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
弓
（
情
報
技
術
）
の
活
用
な
ど
は
そ
の
一
例
と
言
え
よ
う
。

日
蓮
教
学
研
究
の
課
題
（
庵
谷
）

十
三
現
代
社
会
と
日
蓮
教
学

十
二
時
代
と
日
蓮
教
学

十
一
日
蓮
聖
人
に
立
脚
し
た
日
蓮
教
学

十
研
究
の
視
点
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理
念
と
し
て
は
、
俗
諦
開
会
（
真
俗
不
二
）
・
世
出
不
二
（
世
法
即
仏
法
）
な
ど
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
俗
諦
開
会
（
真
俗
不
二
）
は
真

諦
に
よ
る
俗
諦
の
開
会
で
あ
る
。
世
出
不
二
（
世
法
即
仏
法
）
は
仏
法
に
よ
る
世
法
の
開
会
で
あ
る
。
現
実
は
、
人
々
の
認
識
、
人
々
の

価
値
観
か
ら
考
え
る
と
、
経
済
原
理
優
先
の
社
会
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
日
蓮
教
学
を
実
践
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
。
い
く
つ
か
の
課
題
を
あ
げ
て
お
き
た

現
代
社
会
は
、
資
本
主
義
社
会
、
経
済
原
理
優
先
の
社
会
、
利
益
追
求
の
社
会
で
あ
り
、
合
理
主
義
に
立
脚
し
た
価
値
観
が
充
満
し
、

物
質
的
価
値
、
貨
幣
価
値
に
偏
向
し
て
い
る
。
現
代
社
会
の
内
実
は
、
少
子
化
、
高
齢
化
、
人
口
減
少
、
規
模
の
縮
小
、
統
廃
合
、
情
報
、

ス
ピ
ー
ド
、
競
争
、
リ
ス
ト
ラ
な
ど
の
諸
問
題
に
満
ち
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
社
会
に
あ
っ
て
、
日
蓮
教
学
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
何
か
。
日
蓮
教
学
は
、
社
会
の
人
々
に
、
充
実
感
、
達
成
感
、
自
己

実
現
、
満
足
、
生
き
が
い
、
喜
び
、
安
ら
ぎ
、
法
悦
を
付
与
す
る
。
日
蓮
教
学
は
救
い
、
成
仏
を
実
現
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
日
蓮
教
学

は
、
時
代
に
応
え
、
時
代
を
救
う
精
神
的
価
値
を
構
築
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
現
代
社
会
の
価
値
観
と
日
蓮
教
学
の
価
値
観
と
を
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
る
か
が
問
題
と
な
る
。

一
般
的
に
は
、
相
対
、
対
時
、
包
括
、
開
会
、
一
体
、
和
融
、
会
通
な
ど
の
視
点
が
考
え
ら
れ
る
。
理
念
と
現
実
を
見
る
と
次
の
よ
う

に
考
え
ら
れ
る
。

Ｉ
Ｏ

Ｉ
Ｖ

こ
れ
ら
は
、
身
体
的
・
精
神
的
、
あ
る
い
は
経
済
的
に
困
窮
し
苦
悩
す
る
人
々
と
共
に
歩
む
活
動
で
あ
り
、
実
際
に
、
宗
門
や
各
寺
院

日
蓮
教
学
研
究
の
課
題
（
庵
谷
）

他
0

社
会
福
祉
。
教
育
。
更
生
保
護
。
医
療
現
場
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
ビ
ハ
ー
ラ
活
動
。
介
護
。
看
護
。
国
際
支
援
。
地
域
支
援
。
そ
の
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日
蓮
教
学
研
究
の
課
題
（
庵
谷
）

に
お
い
て
、
伝
統
的
に
営
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
多
い
。

現
代
は
、
教
団
の
危
機
・
寺
院
の
危
機
が
叫
ば
れ
て
い
る
。
信
仰
意
識
の
希
薄
化
は
精
神
性
の
軽
視
と
な
っ
て
現
れ
て
い
る
。
宗
教
教

団
の
社
会
問
題
化
、
カ
ル
ト
教
団
に
対
す
る
不
安
と
恐
れ
が
、
宗
教
全
体
に
対
す
る
懐
疑
を
生
ん
で
い
る
。
核
家
族
化
、
家
族
の
崩
壊
、

家
の
伝
統
の
消
滅
は
檀
家
意
識
の
希
薄
化
を
助
長
し
て
い
る
。
急
激
な
少
子
化
・
高
齢
化
と
人
口
の
一
局
集
中
は
、
村
落
の
崩
壊
、
共
同

体
社
会
の
解
体
、
地
域
に
お
け
る
伝
統
の
消
滅
を
招
き
、
寺
院
に
お
い
て
は
檀
家
の
急
激
な
減
少
と
な
っ
て
現
れ
て
い
る
。
伝
統
の
形
式

化
、
儀
礼
の
簡
略
化
、
儀
礼
に
お
け
る
宗
教
性
の
軽
視
は
、
法
要
儀
礼
の
軽
視
に
繋
が
っ
て
い
る
。
自
然
葬
、
樹
木
葬
な
ど
は
、
葬
儀
や

遺
骨
に
対
す
る
意
識
の
変
化
を
生
み
、
葬
儀
に
お
け
る
宗
教
意
識
の
希
薄
化
を
招
き
、
や
が
て
葬
儀
無
用
論
、
墓
地
不
用
論
に
繁
が
っ
て

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
、
必
要
な
こ
と
は
、
社
会
と
共
に
歩
む
姿
勢
を
樹
立
す
る
こ
と
で
あ
る
。
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、

人
々
の
心
に
語
り
か
け
、
人
々
と
共
に
歩
む
教
団
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
寺
院
を
開
放
し
、
人
々
の
心
の
よ
り
所
、
心
の
ふ
る
さ
と
と
す

る
な
ど
、
地
域
に
根
付
い
た
活
動
を
確
立
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

教
師
は
、
地
域
の
人
々
の
よ
る
ず
の
相
談
を
受
け
、
苦
悩
に
寄
り
添
う
こ
と
で
、
日
蓮
教
学
を
体
現
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
も
、
日
蓮
教
学
に
立
脚
し
た
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
実
践
者
の
育
成
が
緊
急
に
望
ま
れ
る
。

こ
と
が
ら
が
考
え
ら
れ
る
。

い
ノ
く
、
ｏ

日
蓮
聖
人
を
知
る
た
め
に
は
「
日
蓮
聖
人
の
真
実
」
の
究
明
が
必
要
と
な
る
。
日
蓮
聖
人
の
実
像
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
次
の

十
四
「
日
蓮
聖
人
の
真
実
」
の
究
明
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（
八
）
日
蓮
聖
人
の
法
華
経
受
容

（
七
）
日
蓮
聖
人
の
仏
教
受
容

日
蓮
聖
人
を
め
ぐ
る
歴
史
社
会
を
明
ら
か
に
す
る
。

（
六
）
日
蓮
聖
人
の
宗
教
の
思
想
的
背
景

日
蓮
聖
人
を
め
ぐ
る
諸
思
想
を
明
ら
か
に
す
る
。

（
五
）
日
蓮
聖
人
の
時
代

（
四
）
日
蓮
聖
人
の
環
境

日
蓮
聖
人
の
教
え
の
信
解
。
日
蓮
聖
人
の
御
意
の
信
受
。

（
三
）
日
蓮
聖
人
を
知
る
基
本
資
料

（
二
）
日
蓮
聖
人
の
信
仰

（
二
日
蓮
聖
人
の
生
涯

日
蓮
聖
人
の
法
華
仏
教
の
系
譜
と
そ
の
思
想
的
特
色
を
明
ら
か
に
す
る
。

日
蓮
教
学
研
究
の
課
題
（
庵
谷
）

日
蓮
聖
人
の
仏
教
研
讃
と
そ
の
受
容
を
明
ら
か
に
す
る
。

伝
承
の
検
証
。
資
料
の
検
証
。

日
蓮
聖
人
を
と
り
ま
く
生
活
環
境
を
明
ら
か
に
す
る
。

日
蓮
聖
人
の
お
言
葉
で
日
蓮
聖
人
を
知
る
。
日
蓮
聖
人
の
御
意
で
日
蓮
聖
人
を
知
る
。

日
蓮
聖
人
遺
文
。
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日
蓮
教
学
研
究
の
課
題
（
庵
谷
）

そ
れ
に
は
、
内
相
承
・
外
相
承
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

本
門
法
華
仏
教
の
内
実
を
明
ら
か
に
す
る
。

（
九
）
日
蓮
聖
人
の
天
台
教
学
受
容

日
蓮
聖
人
の
天
台
教
学
受
容
と
そ
の
超
克
を
明
ら
か
に
す
る
。

そ
れ
に
は
、
中
国
天
台
・
日
本
天
台
の
検
討
が
必
要
と
な
る
。

（
十
）
そ
の
他

（
二
真
偽
の
検
討

日
蓮
聖
人
遺
文
は
日
蓮
聖
人
の
真
実
を
知
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
日
蓮
聖
人
遺
文
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

真
蹟
現
存
遺
文
の
再
検
討
。

完
存
遺
文
。
断
簡
現
存
遺
文
。

真
蹟
曾
存
遺
文
の
再
検
討
。

直
弟
写
本
。
古
写
本
。

刊
本
遺
文
集
の
再
検
討
。

写
本
遺
文
の
再
検
討
。

直
弟
写
本
。
古
写
圭

十
五
日
蓮
聖
人
遺
文
の
検
討

遺
文
集
作
成
の
意
図
・
方
針
。

集
成
写
本
。
個
別
写
本
。
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日
蓮
聖
人
の
真
実
を
知
る
た
め
に
は
、
よ
り
正
確
な
日
蓮
聖
人
遺
文
集
の
公
刊
が
求
め
ら
れ
る
。

遺
文
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
「
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
に
従
来
の
研
究
成
果
の
集
約
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
後
の
研
究
に
お
い
て
、

さ
ら
に
種
々
の
意
見
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

（
二
真
蹟
遺
文
集
の
公
刊

写
真
製
版
。
活
字

（
二
）
写
本
遺
文
集
の
公
刊

（
五
）
諸
研
究

（
六
）
日
蓮
聖

（
七
）
そ
の
他

（
三
）
対
告
者
の
検
討

（
四
）
遺
文
解
釈
の
検
討

（
二
）
系
年
の
検
討

諸
研
究
分
野
か
ら
の
検
討

日
蓮
聖
人
遺
文
の
総
合
的
研
究

写
真
製
版
。
活
字
本
。
解
説
本
。

日
蓮
教
学
研
究
の
課
題
（
庵
谷
）

十
六
日
蓮
聖
人
遺
文
集
の
公
刊

遺
文
集
成
立
の
背
景
。

遺
文
集
の
底
本
。

活
字
本
。

解
説
本
。
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日
蓮
教
学
の
体
系
化
を
試
み
た
過
去
の
主
な
業
績
と
し
て
、
一
妙
院
日
導
の
「
祖
書
綱
要
」
、
田
中
智
学
の
「
本
化
妙
宗
式
目
』
な
ど

が
あ
る
。
そ
の
後
の
研
究
成
果
に
立
脚
し
た
、
現
代
に
お
け
る
日
蓮
教
学
の
体
系
化
が
必
要
で
あ
る
。

（
三
）
日
蓮
聖
人
書
写
本
の
公
刊

（
三
）
敵
対
者

（
四
）
そ
の
他
日
蓮
聖
人
に
か
か
わ
っ
た
人
々

（
五
）
そ
の
時
代
に
生
き
た
歴
史
上
の
人
々

（
二
弟
子

（
二
）
檀
越 写

真
製
版
。
活
字
本
。
解
説
本
。

よ
り
正
確
な
日
蓮
聖
人
遺
文
集
の
公
刊
に
よ
っ
て
、
日
蓮
聖
人
の
実
像
が
明
ら
か
と
な
る
。

日
蓮
教
学
研
究
の
一
層
の
充
実
の
た
め
に
は
、
確
実
な
資
料
と
正
当
な
理
解
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
さ
ら
な
る
資
料
の
発
掘

日
蓮
教
学
研
究
の
課
題
（
庵
谷
）

十
九
日
蓮
教
学
研
究
の
一
層
の
充
実

十
八
日
蓮
教
学
の
体
系
化

十
七
日
蓮
聖
人
を
め
ぐ
る
人
々
の
究
明
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と
公
開
が
望
ま
れ
る
。

布
教
は
、
信
仰
の
感
動
・
感
銘
・
共
感
・
歓
喜
・
法
悦
の
表
明
で
あ
り
、
釈
尊
の
慈
悲
行
の
実
践
で
あ
る
。
日
蓮
教
学
に
お
い
て
は
、

法
華
菩
薩
行
の
実
践
で
あ
る
。
日
蓮
教
学
は
、
人
々
と
共
に
歩
み
、
人
々
の
心
を
と
ら
え
、
人
々
の
救
い
を
実
現
す
る
教
え
で
あ
る
。

教
え
に
感
動
し
法
悦
す
る
信
仰
者
の
出
現
は
、
信
心
の
相
続
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
教
え
が
敷
術
し
、
信
仰
が
浸
透
し
て
い
く
。
法
門
の

提
示
は
、
そ
の
時
代
の
人
々
に
理
解
さ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
蓮
教
学
の
流
布
は
、
そ
の
時
代
に
日
蓮
聖
人
を
蘇
ら
せ
る

日
蓮
教
学
研
究
の
課
題
（
庵
谷
）

（
五
）
資
料
の
修
復
・
保
存

（
六
）
資
料
に
つ
い
て
の
正
当
な
理
解

資
料
に
つ
い
て
の
正
当
な
理
解
は
、
客
観
的
事
実
に
基
づ
い
た
信
仰
的
領
解
、
総
合
的
会
通
が
必
要
で
あ
る
。

日
蓮
聖
人
理
解
の
基
本
的
姿
勢
は
、
い
か
に
日
蓮
聖
人
の
真
実
に
基
づ
い
て
日
蓮
聖
人
に
直
参
す
る
か
に
あ
る
。

（
四
）
資
料
の
検
討

宗
宝
調
査
。

（
二
）
資
料
の
整
理

（
三
）
資
料
の
公
開

（
二
資
料
調
査

資
料
の
公
開

資
料
の
写
真
製
版
。
資
料
の
活
宇
化
。
資
料
の
公
刊
。
資
料
の
展
示
。

二
十
日
蓮
教
学
の
流
布

研
究
所
調
査
。
研
究
者
調
査
。
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日
蓮
聖
人
の
教
え
は
、
主
に
教
師
に
よ
っ
て
布
教
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
教
師
の
資
質
は
布
教
の
成
果
を
左
右
す
る
。

日
蓮
教
学
は
教
師
育
成
の
理
念
で
あ
る
。
本
化
の
教
師
は
、
本
化
の
信
心
に
生
き
る
人
、
真
の
教
え
を
弘
め
る
人
、
法
華
菩
薩
道
の
実

践
者
、
宗
教
的
自
覚
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

日
蓮
教
学
は
、
教
育
組
織
、
教
育
機
関
、
教
育
方
針
、
教
育
内
容
、
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
教
育
制
度
、
教
師
育
成
の
あ
り
か
た
な
ど

を
考
え
る
場
合
の
基
本
理
念
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
日
蓮
教
学
に
通
達
し
た
教
師
の
輩
出
は
、
教
団
を
活
性
化
ざ
せ
社
会
を
導
く
力
と
な

る
。

フ
（
句
○

日
蓮
教
学
研
究
の
課
題
（
庵
谷
）

こ
と
で
も
あ
る
。

日
蓮
教
学
研
究
の
興
隆
の
た
め
に
は
、
人
材
、
組
織
、
機
関
、
学
術
発
表
、
学
会
組
織
、
研
究
誌
、
研
究
費
な
ど
の
充
実
が
必
要
で
あ

日
蓮
教
学
に
立
脚
し
た
法
要
儀
礼
が
必
要
で
あ
る
。
儀
礼
は
教
え
の
表
明
で
あ
り
、
布
教
の
実
践
で
あ
る
。

二
十
三
日
蓮
教
学
研
究
の
興
隆

二
十
二
日
蓮
教
学
と
法
要
儀
礼

二
十
一
日
蓮
教
学
と
教
師
の
育
成
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日
蓮
教
学
研
究
機
関
の
充
実
の
た
め
に
は
、
宗
門
に
よ
る
研
究
所
の
設
置
、
教
区
や
管
区
に
お
け
る
研
究
所
の
設
置
、
寺
院
に
よ
る
研

究
所
の
設
置
、
有
志
に
よ
る
研
究
所
の
設
置
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

日
蓮
教
学
研
究
組
織
の
充
実
の
た
め
に
は
、
国
際
的
研
究
組
織
の
設
置
、
国
内
の
研
究
組
織
の
充
実
が
必
要
で
あ
る
。
と
く
に
国
内
の

研
究
組
織
の
充
実
の
た
め
に
は
、
地
域
に
お
け
る
研
究
組
織
の
設
置
が
望
ま
れ
る
。

日
蓮
教
学
研
究
者
育
成
の
た
め
に
は
、
研
究
生
・
研
究
員
の
拡
充
、
宗
費
研
究
生
・
宗
費
研
究
員
の
拡
充
、
研
究
専
門
職
者
の
配
置
な

ど
が
必
要
で
あ
る

（
二
宗
門
の
役
割

二
十
七
日
蓮
教
学
研
究
と
日
蓮
教
学
研
究
者
育
成
に
お
け
る
宗
門
と
大
学
の
役
割

二
十
六
日
蓮
教
学
研
究
機
関
の
充
実

二
十
五
日
蓮
教
学
研
究
組
織
の
充
実

二
十
四
日
蓮
教
学
研
究
者
の
育
成

宗
門
の
教
育
研
究
の
目
的
。

宗
門
の
理
念
に
基
づ
い
た
教
育
研
究
。

日
蓮
教
学
研
究
の
課
題
（
庵
谷
）
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日
蓮
教
学
は
、
教
団
の
存
立
の
基
本
理
念
で
あ
る
。
教
団
は
常
に
設
立
の
理
念
で
あ
る
日
蓮
教
学
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
運
営
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。
教
団
は
、
時
代
に
対
応
し
た
組
織
運
営
、
未
来
を
展
望
し
た
組
織
運
営
を
心
が
け
る
べ
き
で
あ
る
。

研
究
誌
を
活
用
し
た
り
研
修
会
を
開
催
し
て
、
研
究
成
果
の
理
解
と
周
知
を
徹
底
し
、
研
究
成
果
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
布
教
現
場
で
活
用

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
研
究
成
果
が
布
教
の
現
場
で
活
用
さ
れ
て
こ
そ
、
研
究
が
生
き
た
も
の
と
な
る
。
研
究
と
布
教
現
場
と
の
相
互

交
流
が
必
要
で
あ
る
。

日
蓮
教
学
に
お
け
る
諸
宗
教
の
位
置
付
け
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
に
立
脚
し
て
、
日
蓮
教
学
と
諸
宗
教
と
の
関
係

を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
諸
宗
教
間
に
お
い
て
は
、
確
固
た
る
信
仰
の
理
念
に
基
づ
か
な
い
か
き
り
、
真
の
対
話
は
成
り
立
た
な
い
と

（
二
）
大
学
の
役
割

大
学
の
教
育
研
究
の
目
的
。

大
学
創
立
の
理
念
に
基
づ
い
た
教
育
研
究
。

両
者
が
力
を
合
わ
せ
て
、
よ
り
効
果
的
な
研
究
と
研
究
者
育
成
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

二
十
八
日
蓮
教
学
研
究
成
果
の
活
用

二
十
九
日
蓮
教
学
と
教
団

日
蓮
教
学
研
究
の
課
題
（
庵
谷
）

三
十
日
蓮
教
学
と
諸
宗
教
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日
蓮
教
学
の
探
求
は
、
多
く
の
先
師
に
よ
っ
て
営
々
と
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
諸
先
師
の
業
績
を
一
々
に
振
り
返
り
踏
ま
え
る
こ
と

は
容
易
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
時
代
に
対
応
し
た
教
学
の
提
示
と
そ
の
実
践
は
困
難
な
道
程
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
時
代
は
待
つ
こ

と
は
な
い
。
人
々
の
声
を
聞
き
、
人
々
の
心
に
寄
り
添
い
、
人
々
と
共
に
歩
む
日
蓮
教
学
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

あ
げ
た
に
す
ぎ
な
い
。

日
蓮
教
学
は
、
世
界
の
平
和
、
宇
宙
の
平
和
を
志
向
し
た
教
え
で
あ
る
。
世
界
平
和
の
理
念
、
世
界
平
和
の
た
め
の
行
動
は
、
日
蓮
教

学
に
お
い
て
は
立
正
安
国
の
教
え
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。

思
わ
れ
る
。

問
題
点
が
広
範
に
わ
た
っ
て
い
る
た
め
、
重
複
し
て
い
る
事
項
も
あ
る
。
各
項
目
は
順
不
同
で
あ
る
。
思
い
つ
く
ま
ま
に
、
問
題
点
を

む
す
び

三
十
一
日
蓮
教
学
と
世
界
平
和

日
蓮
教
学
研
究
の
課
題
（
庵
谷
）
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